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第４章 地域ごとの行政施設を通じた行政サービスの実態 

１．地域別実態把握 

中長期的な視点に立ち、公共施設の効果的・効率的なマネジメントを推進しコストを低減していくた

めには、各地域の人口・地域特性を把握したうえで、地域内における公共施設の整備状況と利用実態を

整理し、事務事業の効率化や廃止・統合を視野に総合的に改善の方向性を検討する必要があります。 

第 4章では、11地域を5つのブロックごとに地域内の施設の課題を抽出・整理し、総合的に検討を

行います。 

 

第３章
用途別実態把握

コスト 情報

ストック情報

第４章 用途別実態把握

地区の特色
公共施設の
配置状況、
利用実態等

今後の検討
の視点
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高井地区・稲戸井地区 

① 概要 

高井・稲戸井地区は北に小貝川、南に利根川

が流れる市の西部を占める地域です。人口は約

2.5万人で、市の人口の15％を占めています。 

面積は約15ｋ㎡で、市の面積の21％を占め

ています。地域のほぼ中央を東西方向に関東鉄

道常総線、国道294号や常総ふれあい道路が

通っています。 

西部に戸頭団地、東部に取手中央タウンとい

う大規模住宅地があります。また、ほぼ中央に

位置する下高井・野々井地区では、新市街地の

整備が進められており、2011 年３月のまち

開きにあわせて、常総線のゆめみ野駅も開業し

ました。 

② 人口 

高井・稲戸井地区の人口の総数は今後 20年

間で-22％の減少が見込まれています。 

現状、高齢人口比率は、23.5％（高井25％、

稲戸井 22％）ですが、20 年後には地区全体

で38.5％で 15ポイントの大幅な増加予測と

なっています。 

現状、年少人口比率は、11.5％（高井11％、

稲戸井 12％）ですが、20 年後も地区全体で

11.5％でほぼ同じ予測となっています。 

■地区の特色 ■地域実態マップ 
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高井 稲戸井

2009年 2029年 2009年 2029年
地区全体人口 3,291 2,438 22,064 17,464
（20年間人口増減） -853 -4,600
高齢者人口 838 952 4,831 6,630

高齢者人口比率 25% 39% 22% 38%
生産年齢人口 2,076 1,201 14,558 8,895
生産年齢人口比率 63% 49% 66% 51%
年少人口 377 285 2,675 1,938

年少人口比率 11% 12% 12% 11%

高井 稲戸井
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① 学校施設 
小中合わせて 2 校が廃校となる計画があり、跡地の有効活用が望まれます。地区の将来人口は減少が予

測されていますが、新市街地整備の進捗による人口変動とも併せて、他の用途の施設との共用化などの合

理的な検討が必要です。 

② 公民館・図書館 
戸頭公民館は多用途の複合施設で、規模・利用数も比較的大きいことから、今後、より稼働率を上げる

魅力的な事業や効率のよい運営が望まれます。下高井地区では新市街地整備が進行中であり、人口変動へ

の対応として、建物の老朽化の進んだ永山公民館では、耐震化と老朽化への対応が求められます。また、

永山公民館には図書室が併設されていますが、利用者数と利用率の動向を勘案し、今後の図書室利用のあ

り方を検討することが必要です。 

③ 児童施設 
新市街地整備による人口変動や、就労の多様化による保育需要の増加にも対応できる柔軟な体制が望ま

れます。現状では、市立保育所の民営化や定員の見直しによる対応とともに、幼稚園も含めた地域全体の

保育環境の整備が重要と考えられます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

高井・ 
稲戸井 

① 学校施設 
現在、小学校は5校ありますが、戸頭西小学校を戸頭東小学校に統合し、全体で4校とする計画です。

中学校は統廃合により既に3校から2校となっています。 

② 公民館・図書館 
公民館はいずれも図書室を併設した 2 施設で、戸頭公民館は窓口コーナーと地域子育て支援センターと

も複合化しています。戸頭公民館図書室は市内で取手図書館・ふじしろ図書館に次ぐ利用数があります。 

③ 児童施設 

保育所は市立保育所が4施設あり、私立はありません。幼稚園は私立の4施設となっています。私立の

保育所がないことから、市立保育所のうち2施設の民営化が計画されています。なお、保育所の入園率は

2施設が定員に達していますが、残り2施設はそれぞれ76、87％となっています。幼稚園は余裕がある

状況となっています。 

④ その他施設 

当地域には、上記以外の施設として総合体育館の取手グリーンスポーツセンターがあります。 

 

■公共施設配置の状況 

■今後の検討の視点 
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寺原地区・取手地区 

① 概要 
寺原・取手地区は、市の南西部に位置する取手駅
を含む都市計画道路上新町環状線の沿線を中心と
した地域です。人口は約 3.2 万人で、市の人口の
19％を占めています。 
面積は約11ｋ㎡で、市の面積の16％を占めてい
ます。JR 常磐線と関東鉄道常総線が取手駅に乗り
入れ、国道6号に、主要地方道取手東線、国道294
号や常総ふれあい道路が結節するなど、交通の要衝
で県南の玄関口になっています。 
取手駅周辺は本市の中心市街地であり、また本市
の行政の中枢となる取手市役所や大規模工場、取手
競輪場も立地しています。 
② 人口 
寺原・取手地区の人口の総数は今後 20 年間で
-16％の減少が見込まれています。 
現状、高齢人口比率は、24.5％（寺原 24％、取
手25％）ですが、20年後には地区全体で33％で
8.5 ポイントの大幅な増加予測となっています。 
現状、年少人口比率は、11.5％（寺原 12％、取
手11％）ですが、20年後も地区全体で11.5％で
ほぼ同じ予測となっています。 
 

■地区の特色 ■地域実態マップ 
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2009年

取手寺原

2009年 2029年 2009年 2029年
地区全体人口 13,045 12,160 18,969 14,826
（20年間人口増減） -885 -4,143
高齢者人口 3,106 4,062 4,650 4,888

高齢者人口比率 24% 33% 25% 33%
生産年齢人口 8,433 6,588 12,261 8,362
生産年齢人口比率 65% 54% 65% 56%
年少人口 1,506 1,511 2,058 1,577

年少人口比率 12% 12% 11% 11%

寺原 取手
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寺原・ 
取手 

① 学校施設 
現在、小学校は３校あり、白山西小学校は、隣接地区の稲小学校と統合予定です。中学校は 1 校で、現

状維持の計画となっています。 

② 公民館・図書館 
公民館は、図書室併設の寺原、取手地区の福祉会館内、図書室を持つゆうあいプラザ隣接の白山公民館

の3施設あります。また、取手地区には蔵書14.8 万冊の取手図書館があります。 

③ 児童施設 
保育所は、市立保育所2施設のうち1施設は廃止予定です。私立保育園は2施設あり、全体では概ね定

員と同程度の入園数で、比較的バランスの取れた施設配置となっています。幼稚園は私立が3園あり、50

～60％程度の入園率です。 

④ その他施設 
当地区は市の中心地であり、取手市役所庁舎・取手駅前窓口のほか、市民会館・福祉会館、とりでアー

トギャラリー、青少年センターなどの広域対応施設が設置されています。 

■公共施設配置の状況 

① 学校施設 
市役所にも近い白山西小学校の統廃合による跡地利用の有効活用が望まれます。また、地区全体の将来

人口は減少が予測されるものの、取手駅周辺の整備状況による変動要因も考えられることから、他施設と

の施設の共用化なども含め、現状の施設を維持しながら有効活用を図っていくことが重要と考えます。 

② 公民館・図書館 
ゆうあいプラザと白山公民館の一体的な管理・運営や、各公民館併設図書室と取手図書館のあり方の見

直しなどが検討課題としてあげられます。それとともに、市民会館・福祉会館など施設の耐震化・老朽化

の問題があり、早急な改修や施設の再配置も含めた検討が必要です。 

③ 児童施設 
現状の施設配置は適正な状況ですので、施設の現状を維持しながらも、保育ニーズの動向に合わせた柔

軟な対応が求められます。 

 

 

■今後の検討の視点 
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井野地区・小文間地区 

①  概要 
井野・小文間地区は、取手駅周辺の中心市街地の東、

利根川右岸に位置する小堀地区を含む地域です。人

口は約 2.0 万人で、市の人口の 12％を占めていま

す。 

面積は約 12ｋ㎡で、市の面積の 17％を占めてい

ます。井野団地という大規模住宅団地もあります。 

② 人口 

井野・小文間地区の人口の総数は今後 20 年間で

-21％の減少が見込まれています。 

現状、高齢人口比率は、29.0％（井野24％、小文

間 34％）ですが、20 年後には地区全体で 41.0％

で 12ポイントの大幅な増加予測となっています。 

現状、年少人口比率は、10.0％（井野12％、小文

間 8％）ですが、20年後も地区全体で10.5％でほ

ぼ同じ予測となっています。 

 

■地区の特色 ■地域実態マップ 
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小文間井野

2009年 2029年 2009年 2029年
地区全体人口 17,748 14,332 2,463 1,598
（20年間人口増減） -3,416 -865
高齢者人口 4,188 4,964 827 759
高齢者人口比率 24% 35% 34% 47%

生産年齢人口 11,378 7,813 1,446 685
生産年齢人口比率 64% 55% 59% 43%
年少人口 2,182 1,556 190 154

年少人口比率 12% 11% 8% 10%

井野 小文間
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① 学校施設 
現在、小学校は４校ですが、井野・小文間の2校は吉田小学校に統合し、全体で2校とする計画です。 

中学校は、近接した取手第一中学校・取手東中学校の2校を、現在の取手東中学校の位置に、新生取手第

一中学校として統合する計画となっています。 

② 公民館・図書館 
公民館は、小文間地区の図書室併設の小文間公民館、井野地区の井野公民館の2施設で、井野公民館は、

市内の公民館の中で最も利用者の多い公民館です。 

③ 児童施設 
保育所は市立保育所が 3 施設で、私立保育園はありません。概ね 70～80％の入園率となっています。

幼稚園は私立が2園あり、入園率は30～40％程度にとどまります。なお、吉田保育所は地域子育て支援

センターを併設した施設です。 

④ その他施設 

上記以外の施設として、井野地区に埋蔵文化財センターがあります。 

 

■公共施設配置の状況 

① 学校施設 
小学校の統廃合の際には、通学距離が長くなる小文間地区からの通学への配慮が不可欠で、スクールバス

などの運行が必要になります。 

② 公民館・図書館 
現在の施設配置は、地域対応施設として妥当なものでありますが、利用者数などの利用状況と施設の維

持・運営にかかるコストを勘案しながら、検討していく必要があります。特に、小文間公民館は耐震化や

老朽化対策の必要な建物でもありますので、利用に見合った施設形態の再検討が必要と考えます。 

③ 児童施設 
井野地区は市内11地区中3位の人口を有する地区であることと、就労形態の多様化による保育ニーズの

変化に柔軟に対応できる体制が必要です。また、井野保育所の民営化が計画されています。 

 

■今後の検討の視点 

井野・ 
小文間 
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山王地区・久賀地区 

① 概要 
山王・久賀地区は、牛久沼と小貝川の周辺の優良

農地や集落、住宅地で構成される地域です。人口は

約0.7 万人で、市の人口の4％を占めています。 

面積は約 14ｋ㎡で、市の面積の 20％を占めて

います。 

紫水と双葉に形成された住宅地を除き、集落と優

良農地が広がっています。 

② 人口 

山王・久賀地区の人口の総数は今後 20 年間で

-16％の減少が見込まれています。 

現状、高齢人口比率は、29.5％（山王30％、久

賀 29％）ですが、20 年後には地区全体で 35％

で 6 ポイントの大幅な増加予測となっています。

特に、山王地区の20年後の比率は40％と市全体

より高くなっています。 

現状、年少人口比率は、10％（山王 9％、久賀

11％）ですが、20年後も地区全体で11.5％と若

干の微増予測となっています。 

 

■地区の特色 ■地域実態マップ 
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2009年 2029年 2009年 2029年
地区全体人口 2,487 1,852 5,261 4,633
（20年間人口増減） -635 -628
高齢者人口 736 743 1,517 1,389

高齢者人口比率 30% 40% 29% 30%
生産年齢人口 1,522 897 3,149 2,668
生産年齢人口比率 61% 48% 60% 58%
年少人口 229 212 595 576

年少人口比率 9% 11% 11% 12%

山王 久賀
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① 学校施設 
現在、小学校は 2 校ですが、それぞれ隣接地区の六郷・藤代小学校との統合が計画されています。中学

校は当地区内にはありません。 

② 公民館・図書館 

公民館は、山王・久賀のそれぞれの地区に１施設あり、久賀公民館には、公民館に併設された図書室が

あります。 

③ 児童施設 

保育所は市立保育所が 1 施設、私立保育園が 1 施設あります。市立の久賀保育所の入園率は 90％弱、

私立の育英保育園は若干定員を超えています。幼稚園は私立幼稚園が 1園あり、入園率は 80％程度とな

っています。 

④ その他施設 

山王地区の岡に教育相談センター本館が設置されています。 

 

■公共施設配置の状況 

① 学校施設 
山王地区の児童生徒は、統合先の六郷小学校への通学距離が長くなることから、通学への配慮が不可欠

で、スクールバスなどの運行が必要になります。 

② 公民館・図書館 
施設利用者数は、市内 14 施設のうち山王公民館が最も少なく、久賀公民館は 3 番目に少ないのが現状

です。建物はいずれも新耐震基準の施設ですが、築 20 年を超えていますので、老朽化対策も必要になっ

てきます。施設の維持・運営にかかるコストを勘案し、今後の施設のあり方の検討が必要です。 

③ 児童施設 

現状の入園率も若干余裕があることから、当面の施設は現状維持が妥当と考えられます。 

 
 

■今後の検討の視点 

山王・久賀 
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六郷地区・相馬地区・高須地区 

① 概要 

六郷・相馬・高須地区は、藤代駅周辺を含む

旧藤代町の中心地域です。人口は約 2.4 万人

で、市の人口の14％を占めています。 

面積は約 19ｋ㎡で、市の面積の 27％を占

めています。 

② 人口 

六郷・相馬・高須地区の人口の総数は今後

20 年間で-3％の微減傾向が見込まれていま

すが、高須地区単独では10％以上の人口増が

見込まれており、市内で最も人口増加が予想

される地域となっています。 

高齢人口比率は、現状で 20.3％（六郷

26％、相馬23％、高須12％）ですが、20

年後には地区全体で 34.0％と 14 ポイント

の大幅な増加予測となっています。特に高須

地区は、20ポイントの増加予測となっていま

す。年少人口比率は、現状12％（六郷10％、

相馬 12％、高須 14％）ですが、20年後も

地区全体で 12.7％と微増予測となっていま

す。 

■地区の特色 ■地域実態マップ 

0 500 1,000 1,500 2,000 2,500 3,000

95～

90～94

85～89

80～84

75～79

70～74

65～69

60～64

55～59

50～54

45～49

40～44

35～39

30～34

25～29

20～24

15～19

10～14

5～9

0～4

相馬六郷

2009年

2029年（20年後）
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高須

2009年 2029年 2009年 2029年 2009年 2029年
地区全体人口 5,238 4,178 13,831 13,514 6,474 7,199
（20年間人口増減） -1,060 -317 725
高齢者人口 1,364 1,638 3,153 4,212 783 2,296
高齢者人口比率 26% 39% 23% 31% 12% 32%

生産年齢人口 3,349 2,083 9,031 7,596 4,814 3,877
生産年齢人口比率 64% 50% 65% 56% 74% 54%
年少人口 525 457 1,647 1,705 877 1,026

年少人口比率 10% 11% 12% 13% 14% 14%

六郷 相馬 高須
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① 学校施設 
現在、小学校は４校あり、藤代小学校は市立藤代幼稚園と複合化しています。また、藤代・六郷小学校

は、それぞれ隣接地区の久賀・山王小学校との統合が計画されています。 

中学校は2校あり、現状維持の計画となっています。 

② 公民館・図書館 
公民館は5施設あり、そのうち公民館に併設された図書室が2施設あります。その他に蔵書11.7 万冊

のふじしろ図書館が配置されています。 

③ 児童施設 

保育所は、市立保育所 1 施設、私立保育園が 2 施設あります。市立保育所の入園率は 73％、私立保育

園はいずれも定員を超えています。 

幼稚園は、前述の市立藤代幼稚園のほかに、私立幼稚園が1施設あります。入園率は80～90％程度で、

地区全体では定員を若干下回る入園率で、比較的バランスの取れた施設配置となっています。 

④ その他施設 

当地区は旧藤代町の中心地であり、市役所藤代庁舎をはじめ、前述のふじしろ図書館、藤代スポーツセ

ンター、藤代武道場などの広域対応施設もあり、取手駅周辺に次ぐ公共施設集中地域となっています。 

 

■公共施設配置の状況 

① 学校施設 
市内で最も将来人口の増加が見込まれる当地区では、隣接地区からの小学校統合が計画され、適正な範

囲での規模拡大が図られ、各種設備や人材の集中による効率化が期待されます。それに伴い、施設の耐震

化や老朽化対策は環境対応も含め急務であり、学校耐震化計画の着実な実施が必要です。 

② 公民館・図書館 
相馬・相馬南・藤代の各公民館は比較的近接しており、施設のあり方の検討が必要と考えられます。他

の公民館は地域ごとに分散していますが、藤代公民館を除く各施設は、取手地区などに比べて利用率は低

くなっており、今後の活用方法や運営の見直しが望まれます。なお、藤代・高須・六郷の３施設は、早急

な耐震化及び老朽化対策も必要ですので、改修費用も含めた見直しが急務といえます。 

③  児童施設 
現状では多少余裕があるものの、人口や保育ニーズの動向に応じた適切な対応が必要です。 

④ その他施設 
藤代庁舎・ふじしろ図書館・藤代スポーツセンターなど、広域対応の大規模施設では、維持・運営コス

トも大きくなっています。取手地区の同様の機能をもつ施設との役割分担のあり方や統合などにより、よ

り効果的なコスト削減効果が期待できるものと考えます。 

 

■今後の検討の視点 

六郷・相馬 
・高須 


